
 

 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍ成分が含まれるアルミニウム合金のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ解析 

 Ａ５０５２Ｐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２３年２月０７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



  １．概要 

  ２．ｒａｎｄｏｍ成分が含まれるか？ 

  ３．極点図 

  ４．極点データ処理 

   ４．１ バックグランド確認 

   ４．２ バックグランドの修正 

   ４．３ ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

   ４．４ バックグランド削除、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化 

  ５．各種 ODFソフトウエア向けデータ作成 

  ６．ｒａｎｄｏｍ％の計算 

   ６．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

  ７．ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

   ７．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

   ７．１．１ 検索対象方位を自動決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 極点図の解析において方位の定量（ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ＶＦ％））も重要な解析手段であ

るが、報告例は少ない。本資料は実サンプルを例に手法の説明を行う。 

  解析手法は、正確なバックグランド測定を行い、バックグランド除去とｄｅｆｏｃｕｓ補正を 

  行い、ＯＤＦ解析を行う。ＶＦ％の打ち切りは解析したＯＤＦから予めｒａｎｄｏｍ％を計算し、 

  ＶＦ%の残差（ｂａｃｋｇｒｏｕｄ）がｒａｎｄｏｍ％と一致したら終了 

  ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算時、方位のズレ修正が重要になります。 

ＶＦ％の評価は 

 ＯＤＦ解析による再計算極点図の一致度Ｒｐ％評価 

 ＶＦ％より計算されたｒａｎｄｏｍ％の一致 

 極点図から計算したＯＤＦ図とＶＦ％で計算したＯＤＦ図の一致 

 により評価します。 

 

ｃｏｐｐｅrが１％（ＶＦ％＝１％）、他はｒｅａｎｄｏｍ 

 ＯＤＦ図表示の等高線部分 

    ｒａｎｄｏｍ＝９９％（一致しない事もあります） 

    ゴーストが多い場合、一致しません。 

 ｒａｎｄｏｍｌｐｒｏｆｉｌｅでｒａｎｄｏｍ％を表示（ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの機能） 

   ｒａｎｄｏｍ％＝９９％ 
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２．ｒａｎｄｏｍ成分が含まれるか？ 

 θ／θプロファイルで含まれる可能性を評価 

  

 赤プロファイル：ICDDからプロファイル作成 

 ｒａｎｄｏｍ成分が含まれている可能性が高い 

 

３．極点図 

 ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄを除いた方位の組み合わせ 

  A方位＋B方位＋C方位＋D方位＋ｒａｎｄｏｍ＝１００％  

 

  

 

   

 

 

 ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄは極点データ処理で削除 

 



４．極点データ処理 

 正確に、バックグランド削除とｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

  

 

４．１ バックグランド確認（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ部分を拡大して確認 黄色、紫） 

 

  

バックグランドはｄｅｆｏｃｕｓに相似形 

異なる場合、修正が必要 



４．２ バックグランドの修正 

 バックグランド削除モードをｄｅｆｏｕｓに合わせる 

  

 

 この極点図では の密度平均でｄｅｆｏｃｕｓに合わせる（水色） 

  

  

  平均値範囲は各極点図で独立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．３ ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ｄｅｆｏｃｕｓプロファイルは受光スリット幅と測定２θ角度で決定される 

 以下図では補正量を示す左側が極点図の外側、反射法ではα角度１５度より始まる。 

  

  

  

  

 

 



４．４ バックグランド削除、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化 

データ処理結果 

 

 

 

予測Ｒｐ％ 

  

 

 予測 Rp％プロファイルはプラスマイナス１．５％以内で正常である。 

 

 

 

 



５．各種 ODFソフトウエア向けデータ作成 

  

  

  

 



６．ｒａｎｄｏｍ％の計算 

 解析 ODF図をＥｘｐｏｒｔし、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの機能で計算 

 ６．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

  

 ODF解析は良好 

  

 ｒａｎｄｏｍ％＝７％含まれている。 



７．ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 ７．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

  ＤａｔａＢａｓｅ管理 

 １／４対称でＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算のため、以下を削除 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．１．１ 検索対象方位を自動決定 

 登録ｓれている方位の中から可能性の高い方位を表示 

 

７．１．２ Ｇｏｓｓ，Ｓ，ｃｏｐｐｅｒのずれを確認 

Ｇｏｓｓ   

Ｓ      

ｃｏｐｐｅｒ  

 

Ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒのズレが大きい 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇｏｓｓ修正 ｛０２３｝＜１００＞追加 

 ODF解析結果    仮の VolumeFraction結果 

  

S方位修正 

  

ｃｏｐｐｅｒ修正 

 

 



ｆｉｂｅｒ部 

 方位として表れ難いＦｉｂｅｒを指定 

 

 

ｄａｔａＢａｓｅに追加 

   

   

   

   

  

  

 

 

 

 

 



再検索 

 登録した方位が上位にランクされる。 

  

 検索からはｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒは除外して検索 

Ｅｒｒｏｒが収束し、ｒａｎｄｏｍ％＝７％を目標に再検索を繰り返す 

  

  繰り返し検索でｂａｃｋｇｒｏｕｎｄは振動しながら、収束する。 

  

  

 



ｒａｎｄｏｍ％＝７％で終了 

 ODF解析結果     ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

 

 

上段：ＯＤＦ解析結果、下段：ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析結果とＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果のＲｐ％ 

 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果のｒａｎｄｏｍ％＝７％ 

 

 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果にはゴーストは発生しないので、 

 最小値がｒａｎｄｏｍ％である。 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

 

 

 


